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（１）地理的特性 

九州各地や国内外との 
アクセス性に優れた都市 
本市は、九州の北西部、佐賀

県の中東部に位置し、南は有明

海、北東部は九州最大の都市で

ある福岡市と隣接しています。 

九州各地を結ぶＪＲ長崎本線

や高規格道路である長崎自動

車道が市の中央部を東西に走

り、有明海沿岸道路や佐賀唐津

道路の整備も進むなど、広域交

通が充実しています。 

また、市南部に位置する九州

佐賀国際空港を通じて、首都圏

や東アジアなど国内外とのアク

セスも確保されています。 

 

（２）地形特性 

山から海まで豊かな資源に恵まれている 
北部は脊振山地（筑紫山地）に含まれる標高の高い地域で、中部・南部は佐賀平野（筑紫平

野）と呼ばれる沖積平野であり、多くの河川が流れ、クリークが縦横に巡っています。 

市の南部に面する有明海は、潮の満ち引きの差が約６ｍに達する日本一の干満差と干潮時に

４～６ｋｍ沖までできる干潟を有し、渡り鳥の飛来やムツゴロウなど希少生物の生息、秋ごろには

シチメンソウが生育する貴重な自然環境に恵まれています。なお、東よか干潟はラムサール条約

に登録された国際的に重要な湿地となっています。 

 

 

  

海岸を真っ赤に染め上げるシチメンソウ 佐賀平野と佐賀インターナショナル

バルーンフェスタの様子 

出典：佐賀市観光協会 HP 

干満差日本一の有明海の風景 

参考 佐賀市の現況 
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参考 佐賀市の現況 

（３）文化財・史跡など 

歴史を物語る資源が各地に分布 
本市には、古代肥前国の行政府跡｢肥前国庁跡｣、長崎街道に代表される歴史遺産や佐賀城

公園、佐賀城本丸歴史館などがあるほか、佐賀らしい情緒をつくる田園風景など豊富な資源に

恵まれています。 

平成２７年（２０１５年）には、明治日本の産業革命遺産として三重津海軍所跡が世界遺産に

登録されました。 

また、城下町の町割や伝統技法を継承するガラス器製造などの伝統産業、恵比須信仰など

が今もなお受け継がれており、歴史的風致の維持及び向上を図っています。 

 
  

【景観資源（指定文化財及び景観重要建築物等）の分布状況】 

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月） 
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（４）気候 

寒暖差が大きく、年平均気温は上昇傾向 
年間平均気温は１８．１℃と比較的温暖であり、年間降水量は２，１１３．０ｍｍと比較的降水量

が多い地域で、北部を山に囲まれ、南に開けた有明海の影響により、寒暖差が大きい気候となっ

ています。 

年ごとの平均気温をみると、短期的な変動を繰り返しながら上昇傾向にあり、令和５年（２０２

３年）では、平成１５年（２００３年）と比較して１．３℃上昇しています。 

非常に激しい雨（１時間に５０ｍｍ以上の雨）は、統計開始の昭和５１年（１９７６年）から令和５

年（２０２３年）の間に２２回観測されており、うち１７回が平成１２年（２０００年）以降に発生して

いる状況で、大雨の頻度が高まっています。 
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参考 佐賀市の現況 
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（１）人口の推移 

総人口は減少傾向が続き、老年人口は大幅に増加する見通し 
◆本市の総人口は平成７年（１９９５年）の２４６，６７４人をピークに減少傾向に転じており、令

和２年（２０２０年）時点の総人口は２３３，３０１人となっています。 

◆国立社会保障・人口問題研究所の推計によると今後も減少傾向が続き、令和２７年
（2045 年）には２０９，７１９人まで減少する見込みです。 

◆一方、老年人口は増加しており、老年人口比率は令和１２年（２０３０年）以降に３０％（３人
のうち１人が６５歳以上の高齢者）を超える見込みです。目標年次の令和２２年（２０４０年）
では、令和２年（２０２０年）と比較して５％の増加となっています。 
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総人口ピーク

実績値 推計値

209,719

【総人口の推計・将来推計】 

出典：【実績値】国勢調査（昭和 40 年～令和 2 年） 
【推計値】国立社会保障・人口問題研究所（令和 7 年～令和 27 年) 

※昭和４０年（１９６５年）～昭和５０年（１９７５年）の国勢調査においては、年齢別人口の調査結果がないため、総人口

のみ整理する。 
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参考 佐賀市の現況 

（２）世帯数の推移 

増加し続ける世帯数と１世帯当たり人員の減少 
◆本市の世帯数は一貫して増加傾向にあり、令和２年（２０２０年）の世帯数は９６，８７４世帯

となっています。 

◆一方で、１世帯当たりの人員は一貫して減少傾向にあり、核家族化や単身者世帯の増加等
といった世帯形態の変化が要因として考えられます。 
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（３）人口流動 

就業者・通学者ともに流入超過 
◆令和２年（２０２０年）における１５歳以上就業者・通学者数はともに流入超過となっています。 

◆また、令和２年（２０２０年）における昼夜間人口比率は１．０６と九州地方の県庁所在地の
中では、福岡市に次いで高い水準となっています。比率が１を超えていることから、昼間人
口が多く他都市からの通勤・通学者が多いことが伺えます。 

◆特に、小城市や神埼市からの流入が多くなっています。 
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【１５歳以上就業者・通学者の流入・流出状況（令和２年）】 

出典：国勢調査 

出典：佐賀市統計データ 
 

【通勤・通学流動（令和２年）】 

佐賀市 

[単位：人] 

流出 

流入 

大川市 

白石町 

多久市 

武雄市 

福岡市 

吉野ヶ里町 
鳥栖市 

久留米市 
小城市 

神埼市 

※流入人口が多い上位１０都市を表示。 

区分 

佐賀市が従業地・通学地 佐賀市が常住地 

流入超過人口 
総数 

うち他市町村 

からの流入者 
総数 

うち他市町村 

への流出者 

総数 123,697 36,662 112,931 25,896 10,766 

就業者 108,845 31,163 101,073 23,391 7,772 
通学者 14,852 5,499 11,858 2,505 2,994 

 出典：佐賀市統計データ 

【昼夜間人口比率（令和２年）】 
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参考 佐賀市の現況 

（４）人口動態 

減少傾向が続く自然増減、増加傾向にある社会増減 
◆人口動態の推移をみると自然増減は減少傾向にありますが、社会増減は近年増加傾向に

あります。 

◆人口増加数をみると減少傾向が続いており、令和３年（２０２１年）には‐１，２６３人と最も人
口が減少しています。 

◆転入者の年齢構成をみると、若者世代や子育て世代に該当する２０～３９歳が全体の
58.2％を占めています。１９歳以下の人口も含めると全体の 76.7％を占めていることから、
市外から子育て世帯が転入していることが伺えます。 

◆一方、転出者の年齢構成をみると、20～２９歳の割合が高くなっていることから、就学や就
職等によって、転出していることが予測されます。 
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（１）就業者人口 

就業者人口が増加傾向にある第３次産業 
◆就業者人口の割合は第３次産業の割合が高く、近年増加傾向にあります。 

◆令和２年（２０２０年）では、第１次産業が５．２％、第２次産業が１８．３％、第３次産業が
73.6％となっています。 

 

（２）農業 

経営耕地面積の推移は平成１２年から平成２７年にかけて減少傾向 
◆経営耕地面積の推移は平成１２年（２０0０年）から平成２７年（２０１５年）にかけて減少傾向

にありましたが、令和２年（２０２０年）は１０，４５４ｈａと平成２７年と比較して２８3ｈａ増加して
います。 
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（３）工業 

事業所数が減少傾向、製造品出荷額等は平成２８年から令和元年にかけて増加傾向 
◆事業所数は一貫して減少傾向にあるものの、従業者数は増加傾向にあります。 

◆製造品出荷額等は平成２８年（２０１６年）から令和元年（２０１９年）にかけて増加傾向にあ
り、令和元年（２０１９年）は平成２８年（２０１６年）と比較して約１．１倍になっています。 

 

（４）商業 

商業活動の中心地として県内の経済を牽引 
◆年間商品販売額は、平成１９年（２００７年）から平成２６年（２０１４年）にかけて減少傾向に

ありましたが、平成２８年（２０１６年）以降は増加傾向にあります。 

◆佐賀県の年間商品販売額のうち、卸売業の約３割、小売業の約４割が本市に集中しており、
広域的な経済活動の中心地としての役割を担っています。 
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（５）観光 

多くの人が訪れる観光施設、イベントが各地に分布 
◆本市には、観光施設として道の駅大和そよかぜ館、干潟よか公園、佐賀城本丸歴史館など

があります。 

◆観光イベントは、嘉瀬川河川敷で１０月下旬から１１月上旬頃に佐賀インターナショナルバ
ルーンフェスタ、７月下旬から１２月下旬には、みつせ高原キャンペーンが開催されており、い
ずれも６５万人以上の来場者数を誇っています。 

 

 
 

  

順位 観光イベント名 来場者数 

第１位 旧佐賀市 佐賀インターナショナルバルーンフェスタ 907,000 人 

第２位 三瀬村 みつせ高原キャンペーン 652,500 人 

第３位 旧佐賀市 佐賀城下栄の国まつり 243,000 人 

第４位 旧佐賀市 佐賀城下ひなまつり 84,861 人 

第５位 大和町 川上峡花火大会 28,000 人 
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【観光施設等入場者数（上位５施設）】 

【観光施設などの入場者数・観光イベント来場者数の推移】 

出典：佐賀市統計データ 

出典：佐賀市統計データ 

順位 観光施設名 入場者数 

第１位 大和町 道の駅大和そよかぜ館 1,051,722 人 

第２位 東与賀町 干潟よか公園 226,920 人 

第３位 旧佐賀市 佐賀城本丸歴史館 168,945 人 

第４位 その他 ゴルフ場 167,276 人 

第５位 富士町 ダムの駅富士しゃくなげの里 151,071 人 

 【観光イベント来場者数（上位５イベント）】 
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参考 佐賀市の現況 

（１）住宅数の推移 

増加傾向にある住宅数と空き家※率 
◆平成１５年（２００３年）以降、住宅数は一貫して増加傾向にあります。 

◆空き家率は、平成１５年（２００３年）から平成３０年（２０１８年）まで、一貫して増加傾向にあ
りましたが、平成３０年（２０１８年）から令和５年（２０２３年）にかけて０．５％減少しています。 

 

 

（２）住宅の種類 

持ち家や一戸建ての割合が高い住宅立地特性 
◆過去５年間の所有関係別世帯数割合の推移に大きな変化はみられません。一貫して持ち

家の割合が最も高い状況です。 

◆また、建て方別世帯数割合の推移にも大きな変化はみられず、長屋建てや共同住宅などと
比べて一戸建ての割合が最も高い状況です。 
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※空き家とは、人が住んでいない、３カ月にわたって住む予定の人もいない住宅（マンション・アパート等の集合

住宅の１区画を含む）のこと。 
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【住宅数と空き家率の推移】 

出典：住宅・土地統計調査 

【所有関係別世帯数割合の推移】 【建て方別世帯数割合の推移】 

出典：国勢調査 
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（１）都市計画区域の状況 

旧佐賀市・諸富町・大和町に住居系を中心とした用途地域を指定 
◆佐賀市都市計画区域では、都市的土地利用を図る市街化区域は２，９５５ha、市街化調整

区域は１９，１３０ｈａとなっています。 

◆また、市街化区域では良好な都市環境形成等を目的に、１２種類の用途地域を指定してい
ます。 

◆用途地域は住居系を中心に指定しているほか、佐賀駅周辺では商業系用途地域をまとま
って指定しており、工業系用途地域は、鍋島駅周辺、高木瀬西、巨勢町、諸富町、大和町な
どの一部に指定しています。 

  【市全域の状況】 【用途地域の指定状況】 

出典：佐賀市都市計画データ（令和 5 年 3月） 
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参考 佐賀市の現況 

（２）土地利用 

市域の約８割が自然的土地利用、約２割が都市的土地利用 
◆市全域における土地利用状況をみると、田や畑、山林などの自然的土地利用が全体の

80.2％、住宅用地や商業用地などの都市的土地利用が全体の１９．８％となっています。 

◆市街化区域では、自然的土地利用が全体の７．４％、都市的土地利用が全体の９２．６％と
なっており、住宅用地が約半分を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月） 

自
然
的
土
地
利
用

 

都
市
的
土
地
利
用

 

【市全域 土地利用現況】 

【市街化区域 土地利用現況】 

【土地利用現況】 
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（３）市街地開発事業の実施状況 

複数の市街地開発事業により健全な市街地を形成 
◆本市では、１３地区の土地区画整理事業、１地区の市街地再開発事業を実施し、健全な市

街地形成を図ってきました。 

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月） 

【市街地開発事業の状況】 
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参考 佐賀市の現況 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月）を基に作成（一部修正） 

土地区画整理事業 

No. 地区名 事業主体 面積(ha) 期間 

1 佐賀土地区画整理事業 市 13.5 S１３～S１５ 

2 神野（１工区）土地区画整理事業 市 33.3 S35～S52 

3 神野（２工区）土地区画整理事業 市 50.2 S42～S56 

4 神野（３工区）土地区画整理事業 市 26.9 S47～S55 

5 西神野土地区画整理事業 組合 34.6 S48～S55 

6 八戸溝土地区画整理事業 共同 10.2 S50～S51 

7 鍋島土地区画整理事業 組合 93.4 S55～H2 

8 兵庫土地区画整理事業 組合 66.7 S62～H9 

9 兵庫北土地区画整理事業 組合 120.7 H10～H26 

10 諸富町大津土地区画整理事業 組合 5.4 H3～H6 

11 大和町国分土地区画整理事業 組合 0.8 H5～H8 

12 大和町新道土地区画整理事業 組合 1.7 H6～H12 

13 大和町小川東土地区画整理事業 組合 8.8 H12～H18 

市街地再開発事業 

14 
佐賀中央第１地区 

第一種市街地再開発事業 
市 0.9 S60～H１０ 
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（４）工業団地の整備状況 

佐賀大和ＩＣ周辺や山間部などに工業団地を整備 
◆本市では、佐賀大和ＩＣ周辺や山間部などにおいて、１３地区の工業団地を整備しています。  

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月）を基に作成 

工業団地 

No. 地区名 

計画 

面積

(ha) 

1 佐賀工業団地 11.6 

2 佐賀大和（ダイワ）工業団地 9.7 

3 牟田元工業団地 8.4 

4 関屋工業団地 9.9 

5 富士町南部工業団地 7.9 

6 石塚工業団地 2.7 

7 西古賀工業団地 6.6 

8 久保泉工業団地 53.8 

９ 諸富家具工業団地 10.8 

10 
鍋島商工団地 
(クレオパーク鍋島) 

5.2 

11 久保泉第２工業団地 8.0 

12 佐賀大和ＩＣ工業団地 7.5 

13 佐賀市県営産業用地（仮） 14.5 

 

【工業団地の整備状況】 
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参考 佐賀市の現況 

（１）広域交通網 

広域的な交通ネットワークの形成 
◆本市では、東西に長崎自動車道、放射状に国道（３４号、２０７号、２０８号、２６３号、２６４号、

３２３号、４４４号）が走り、広域的な道路ネットワークを形成しています。 

◆さらに、有明海沿岸道路及び佐賀唐津道路の整備により、さらなる広域交通ネットワークの
形成が期待されます。 

  

福岡市 

糸島市 

神埼市 

小城市 

唐津市 

出典：国土数値情報、都市計画基礎調査（令和 5年 3 月） 

【広域交通網の状況】 

大川市 

柳川市 
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（２）都市計画道路の整備状況 

整備率７割を超える都市計画道路※ 

◆本市の都市計画道路の整備率は７４．８％（令和６年（２０２４年）時点）となっています。 

  

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月）を基に令和 6年時点に更新 

【都市計画道路の整備状況】 

※都市計画道路とは、都市の骨格を形

成し、安心で安全な市民生活と機能

的な都市活動を確保することを目的

として、都市計画区域において、都市

計画法に基づき都市計画決定された

道路のこと。 
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参考 佐賀市の現況 

（３）公共下水道（汚水・雨水）の整備状況 

公共下水道（汚水※１）は大部分が整備済み、（雨水※２）は未整備区域が広範に存在 
◆公共下水道（汚水）は、事業計画区域のうち９６．７％（平成３０年（２０１８年）時点）が整備

済みとなっています。 

◆公共下水道（雨水）は、事業計画区域の内整備済みは５８．８％（平成３０年（２０１８年）時
点）となっており、未整備区域が多く残されている状況です。 

 
【公共下水道（汚水）の整備状況】 

【公共下水道（雨水）の整備状況】 

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月） 

※１ 公共下水道（汚水）とは、工場排水や生

活排水を流す専用の下水道のこと。 

※２ 公共下水道（雨水）とは、市街地や建物

の敷地内の雨を速やかに排除するため

の下水道のこと。 

 

整備済 

整備済 
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（４）公園・緑地の整備状況 

市街化区域を中心に整備が進められてきた都市計画公園※ 
◆本市の都市計画公園は、令和５年（２０２３年）３月現在、街区公園が４６箇所、近隣公園が

７箇所、地区公園が４箇所、総合公園が２箇所、広域公園が１箇所、特殊公園が１箇所、都
市緑地が９箇所、緑道が２箇所、合計で７２箇所となっています。 

  

  

【都市計画公園の指定状況】 

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月） 

※都市計画公園とは、都市の発展を計

画的に誘導し、安全で快適な都市生

活と機能的な都市活動を行うことを

目的として、都市計画区域内におい

て、都市計画法に基づき都市計画決

定された公園のこと。 

 

名称 箇所数 

街区公園 46 

近隣公園 7 

地区公園 4 

総合公園 2 

広域公園 1 

特殊公園 1 

都市緑地 9 

緑道 2 

計 72 
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参考 佐賀市の現況 

（１）公共交通網 

一定の利便性が確保された市街化区域内の公共交通利用環境 
◆公共交通は、鉄道が２路線（ＪＲ長崎本線・JＲ唐津線）、バスが５事業者、コミュニティバス

（富士町、三瀬地区）、デマンドタクシー（松梅地区・春日北地区）があり、一定の利便性が
確保されている状況です。 

◆利便性の高い基幹的公共交通（１日片道３０本以上）の徒歩圏人口カバー率は、市街化区
域内の約３０．７％であり、その他のバス路線も合わせると市街化区域内人口の約８１．３％
をカバーしている状況です。 

  【公共交通網の状況】 

出典：都市計画基礎調査（令和 5年 3 月） 
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（２）駅別乗車人員の状況 

近年の乗車人員は増加傾向 
◆本市には、佐賀駅、鍋島駅、久保田駅、伊賀屋駅の４駅があり、佐賀駅では一日平均１万人

を超える乗車人員があります。 

◆新型コロナウイルスの影響がみられる令和元年度（２０１９年度）から令和３年度（２０２１年
度）までの推移と比較して、令和３年度（２０２１年度）から令和５年度（２０２３年度）にかけ
て、佐賀駅、鍋島駅、久保田駅ともに、乗車人員が増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・伊賀屋駅の乗車人員は久保田駅よりも少ない人数（実数非公表） 

 
 

（３）交通手段分担率 

自家用車の割合が増加する一方、自転車の割合は減少 
◆平成２２年（２０１０年）と令和２年（２０２０年）時点の本市における交通手段分担率の推移

をみると、自家用車の割合は増加傾向にある一方で、自転車の割合は減少傾向にあります。 

◆令和２年（２０２０年）の分担率を佐賀県全体と比較すると、自家用車利用の割合が低い一
方、自転車利用の割合が高くなっています。 
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【駅別乗車人員（一日平均）の推移】 

【交通手段分担率】 

出典：国勢調査 

鉄道駅 令和元年度 

(2019 年度) 
令和２年度 

(２０２０年度) 
令和３年度 

(２０２１年度) 
令和４年度 

(２０２２年度) 
令和５年度 

(２０２３年度) 

令和元年度→令和５年度

の変化 

増減数(人) 増減率(%) 

JR 

佐賀駅 12,348 8,546 9,404 10,619 11,722 -626 -5.1% 

鍋島駅 565 446 436 501 554 -11 -1.9% 

久保田駅 638 485 491 549 599 -39 -6.1% 

合計 13,551 9,477 10,331 11,669 12,875 -676 -5.0% 

 

 

 

 

出典：JR 九州 HP 
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参考 佐賀市の現況 

（１）土砂災害 

長崎自動車道北側の斜面地で土砂災害警戒区域等が指定 
◆土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域及び土砂災害危険箇所は、長崎自動車道北

側の斜面地及び市域北側の山間部にて指定されています。 

 
  【土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域及び土砂災害危険箇所の指定状況】 

出典：国土数値情報、佐賀市データ 
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（２）浸水災害 

都市計画区域の大部分が浸水想定区域に指定 
◆洪水浸水想定区域（想定最大規模）※１は、都市計画区域の広範囲に指定されています。 

◆浸水想定箇所（内水被害）※２は、都市計画区域内の大部分で浸水が想定されており、嘉
瀬川沿岸部や佐賀駅周辺の一部地域において０．５ｍ以上の浸水が想定されています。 

 
  

【洪水浸水想定区域（想定最大規模）の指定状況】 

【浸水想定箇所（内水被害）の状況（令和元年８月豪雨相当）】 

※２ 佐賀市に大規模な内水氾濫（大雨によ

り下水道等が雨水を排水できなくなった

場合に発生する水害）をもたらした令和

元年８月豪雨と大潮が重なった場合の

浸水予測結果に基づいて、浸水する範

囲とその程度を示す。 

※１ 筑後川、早津江川、城原川、佐賀江川、

八田江、巨勢川、嘉瀬川、本庄江、祇園

川、福所江について、水防法の規定によ

り指定された想定し得る最大規模の降

雨による洪水（大雨により河川の堤防の

決壊、川の水が越流した場合に発生す

る水害）の範囲とその程度を示す。 

出典：佐賀市データ 
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参考 佐賀市の現況 

（３）建物全壊率の状況 

旧佐賀市周辺を中心に全壊率５０％以上の区域が分布 
◆大地震発生時に想定される建物全壊率をみると、佐賀駅から西部や鍋島駅周辺において

全壊率５０％以上の区域が広がっています。 

 
  

【建物全壊率の状況】 

出典：佐賀市データ 
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実施時期 実施事項 備考 

令和５年１２月２５日 佐賀市都市計画審議会 
（勉強会） ◇次期都市計画マスタープランについて 

令和６年１月～ 
令和６年２月 

佐賀市のまちづくりに関する
市民アンケート調査 

◇配布数２，０００部 
◇回収総数８０６名 

実施時期 実施事項 備考 

令和６年５月２２日 佐賀市都市計画審議会 
（第１回勉強会） 

◇次期都市計画マスタープラン 
計画の構成について 

令和６年７月４日 佐賀市都市計画審議会 
（第２回勉強会） 

◇次期都市計画マスタープラン 

全体構想について 

令和６年９月２６日 佐賀市都市計画審議会 
（第３回勉強会） 

◇次期都市計画マスタープラン 
地域別・分野別構想について 

令和６年１１月１２日 佐賀市都市計画審議会 
（第４回勉強会） 

◇次期都市計画マスタープラン 
計画（案）について 

令和７年１月８日～ 
令和７年２月６日 パブリックコメント  

令和７年１月１４日～ 
令和７年１月１６日 市民説明会  

令和７年２月１８日 佐賀市都市計画審議会 
（第５回勉強会） 

◇次期都市計画マスタープラン 

パブリックコメントについて 

令和７年３月２４日 第３６回 
佐賀市都市計画審議会  

令和５年度 

令和６年度 
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